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The Lancet Oct.26, 2024 に非常に考えさせられる論説(lecture)がありました。 

NEJM は常に世界の臨床医に世界最先端の臨床知識を与えてくれます。 

一方、the Lancet は常に世界の公衆衛生改善にも尽力しています。 

  

気候危機と都市と健康（論説）Oct.26, 2024 The Lancet の要点は次の 5 点です。 

① ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ化で都市居住は健康ﾘｽｸで寿命短縮する。西欧で 2022 年、猛暑で 6 万人死亡。 

② 車使用減らし公共輸送手段増やし緑地を増やし健康都市(15-minute cities)とせよ。 

③ 目指せ 3-30-300！窓から 3 本以上木が見え、町の 30％を緑化し、300m 内に公園を。 

④ 選挙ｻｲｸﾙ短く長期的視野に立つ政策がとれない。医師も立ち上がれ。治療より予防。 

⑤ 2050 年までに 3-30-300 政策を取る都市はより快適に、取らぬ都市は壊滅的となろう。 

  

  

この数年、世界的にとんでもない夏の暑さになりました。就中（なかんづく）都市部は 

ｺﾝｸﾘｰﾄとｱｽﾌｧﾙﾄでﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾝﾄﾞ化し、「今や都市に住むこと自体が健康ﾘｽｸ」となり寿命も 

短縮していると言うのです。そして 2050 年には再自然化（緑化）を進めて健康的となる 

都市と、それができず崩壊していく都市の二つに二極化していくだろうと言うのです。 

議員の選挙のｻｲｸﾙが短すぎて政治家は人気取りを優先し長期的視野に立った政策を立案 

できません。2050 年はすぐそこです。 

  

そして我々医療者も声を上げるべきだと言うのです。目指すは「3－30－300」です。 

即ち自宅の窓から 3 本以上の木が見えること、都市の 30％以上が緑化されること、 

家から 300ｍ以内に公園があること、そういう都市を目指せと言うのです。 

治療するよりも予防が重要です。 
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１．ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ化で都市居住は健康ﾘｽｸで寿命短縮する。西欧で 2022 年、猛暑で 6 万人死亡。 

  

人類により引き起こされた気候変動により世界で毎年 500 万人が死亡しており、その 

37％は気温上昇によります。この数年でﾖｰﾛｯﾊﾟでは気温は最高記録となり 2022 年 

には猛暑で 6 万人が死亡しました。特に都市部ではｱｽﾌｧﾙﾄとｺﾝｸﾘｰﾄ面積の増加により 

気温が上昇しています。世界人口の 56％は都市部に居住しており現在、都市に住む 

こと自体が健康危機となりました。 

  

The Lancet によると都市部の面積は地球表面の 3％に過ぎませんが化石燃料により 

2020 年、CO2 と CH4 排出の 67‐72％を占めます。2 億人が夏の気温が 35 度以上となる 

350 都市に居住しています。2024 年ｶｲﾛの夏の平均気温は 34 度、最高気温は 48 度に 

達しました。また大気汚染も深刻です。 

  

次男がﾆｭｰﾃﾞﾘｰの日本大使館にいます。ｲﾝﾄﾞでは 5 月 6 月が真夏ですが最高気温 48 度 

で 38 度だと少し涼しく感じると言うのです。11 月、12 月はﾆｭｰﾃﾞﾘｰでも気温が 10 度以下 

になるのであちこちで焚火がはじまります。ﾆｭｰﾃﾞﾘｰは年間を通してｽﾓｯｸﾞに覆われて 

おり、東京に帰ると、その空の青さに感動し長時間散歩したくなるとのことでした。 

  

日本の大都市も 1960 年代、70 年代はﾆｭｰﾃﾞﾘｰのような感じでした。河川、海は汚染されて 

大気汚染による四日市の喘息や海水の水銀汚染による水俣病が問題になりました。 

流れを変えたのは 1971 年の環境庁設置でした。小生の小学校時代の友人の家がﾒｯｷ 

工場で廃液は川に垂れ流していました。しかしそれが禁止されて廃業しました。 

さらに 2001 年には環境庁は環境省に格上げとなりました。 

  

とくに 1999 年の石原慎太郎の都知事就任により始まった東京都のﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車規制により 

国に先んじて東京都の厳しい排ｶﾞｽ規制が始まりました。下記のﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの粉塵を 

振りまきながらの胸のすくような石原氏の記者会見を是非ご覧ください。 

これをきっかけとして東京の空は確実に青さを取り戻したのです。 

  

石原慎太郎 ディーゼル車 - Google 検索 

  

現在、日本は中国人、韓国人が羨むような大気の良さとなりました。東京の河川でも 

鮎が見られるようになり海もきれいになりました。 

現在、海にｺﾞﾐを不法投棄すると最大で 500 万円の罰金です。 

  

小生、学生の時 1975 年にﾖｰﾛｯﾊﾟ旅行をしました。羽田空港から出国する前日、代々木 

のﾕｰｽﾎｽﾃﾙに泊った時、世界を旅行してきたというｽｲｽの青年たちがいました。 

彼らに東京の感想を聞いたところ、日本はとてもｸﾘｰﾝだというのです。 

それまで日本がｸﾘｰﾝだなんて思ってもみなかったので、「I don’t think so.」 

と言ったところ「Yes, clean!」と言うのです。 

https://www.google.co.jp/search?sca_esv=cd16e367692c841a&sxsrf=ADLYWIL2R4LMNTi7YFslLYXpq8o7rNQVeA:1731959307900&q=%E7%9F%B3%E5%8E%9F%E6%85%8E%E5%A4%AA%E9%83%8E+%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%82%BC%E3%83%AB%E8%BB%8A&tbm=vid&source=lnms&fbs=AEQNm0Arhw5xil6bRXzBEwLafnGF_Nz_Ir4JUz_X_TTPDW9AAOKCQL4vJ3aUWbqu7hCSgvmwWytAIX256Px5Hwt7cUIIdFmXxNqplpGgWktfwe2U0ZO53UtM-G9YmNHNJAXZ1Oedjqamrxm3T3okNjc9oDbrJHazKExe0TLaOtNWW4NMHKpG8SZ18n4KKzheAa5aJ3WhgsY_GuiUnHx0PHGQDUvVhRJfsh1P2Adn0mh43if1VdWA9IU&sa=X&ved=2ahUKEwilgcCa0-aJAxVNjK8BHQjDGy4Q0pQJegQIERAB&biw=1275&bih=613&dpr=1.5#fpstate=ive&vld=cid:5364f73f,vid:F5JNT9_XKdM,st:0
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たぶん街路にｺﾞﾐがないという意味だったんだろうなと思います。ﾛﾝﾄﾞﾝやﾊﾟﾘでは 

いたるところにﾀﾊﾞｺの吸い殻が落ちていますが国内ではそんなことはありません。 

  

この論説によると北半球の気温は更に温暖化し今後、2050 年にはﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞは現在の 

ﾓﾛｯｺのﾏﾗｹｼ並みに、ｽﾄｯｸﾎﾙﾑはﾊﾝｶﾞﾘｰのﾌﾞﾀﾞﾍﾟｽﾄ、ﾛﾝﾄﾞﾝはﾊﾞﾛｾﾛﾅに、ﾓｽｸﾜはｿﾌｨｱに、 

ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺと東京は中国長沙の気温となると予測されています。 

海面の上昇ももうひとつのﾘｽｸです。 

  

まとめますとﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ化で都市に住むことは今や健康ﾘｽｸとなり寿命も短縮しています。 

西欧で 2022 年、猛暑で 6 万人が死亡しました。 

  

  

２．車使用減らし公共輸送手段増やし緑地を増やし健康都市(15-minute cities)とせよ。 

  

公共輸送手段を増やして車の使用を控え、大気汚染を防ぎ通勤時間を減らす必要が 

あります。ﾊﾟﾘでは Paris 15-minute city と言って様々なｻｰﾋﾞｽやｱﾒﾆﾃｨが家から徒歩、 

自転車で 15 分以内で可能とし乗用車依存を減らし緑地を増やし歩行者、自転車に 

やさしい道路を作る計画を立てています。今後「compact cities」が都会での 

持続可能なﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ（認識の枠組み）であり「15-minute cities」を目指します。 

  

明治 4 年（1871）から明治 6 年（1873）、実に 1 年 9 カ月をかけて岩倉使節団が 

欧米 12 か国を見学しました。 新生日本を創るため大隈重信の計画により一大 

見学ﾂｱｰを敢行したのです。 政府の役人 46 名、留学生 60 名近くの大使節団で 

なんと平均年齢 32 歳、  

最年長の岩倉具視が 48 歳、伊藤博文は 31 歳でした。20 代、30 代の官僚を  

中心に構成されていたのです。各国は実に親切で入港すると祝砲を撃ちﾊﾟﾚｰﾄﾞが 

行われ、ありとあらゆる施設を見学させてくれました。  

  

これにより米欧各国をﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞして矢継ぎ早に国内に新制度、施設を取り入れたのです。  

上野国立博物館の前身は早くも明治 5 年（1872）創立、富岡製糸工場も明治 5 年です。 

なんと効率の良い国家建設だろうと感嘆します。  

岩倉使節団はﾛﾝﾄﾞﾝからﾄﾞｰﾊﾞｰ海峡を渡り汽車でﾊﾟﾘ東駅に到着、馬車で凱旋門の  

すぐ西の宿舎に到着しました。この宿舎は小生確認できました。  

凱旋門の西側、ｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ｱﾙﾒ通り左側にある最初の白い 3 階建て建物です。  

凱旋門広場に面しています。 

  

当時、既にﾊﾟﾘはｶﾞｽ灯が整備されていました。米欧回覧実記にはﾛﾝﾄﾞﾝの大気の汚さ 

とﾊﾟﾘの快適さの対比が描かれています。 

「倫敦（ﾛﾝﾄﾞﾝ）の街は石炭の煙、白日を燻し雨露もまた黒きを覚ふ。巴里（ﾊﾟﾘ）は 

然らず。全府の民を遊苑中に置く。巴里の市中、 行くところ皆遊息の勝地あり。 
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空気晴朗にして煤煙少なく薪を以て石炭に代ふ。倫敦にあれば人をして勉強せしむ。 

巴里にあれば人をして愉悦せしむ」と、この時代にﾊﾟﾘの快適さを描いているのです。 

  

確かにﾊﾟﾘ市内にはいたるところに快適な公園がありｾｰﾇを渡れば広大なﾌﾞﾛｰﾆｭの森、  

ｳﾞｧﾝｾﾝﾇの森があります。ﾍﾞﾙｻｲﾕ宮殿の広大な敷地もほとんどが森と緑地で市民が 

ﾗﾝﾆﾝｸﾞしていました。 2024 年ﾊﾟﾘｵﾘﾝﾋﾟｯｸの馬術部門はﾍﾞﾙｻｲﾕの一画で行われ昨年 

小生が行った時は丁度その工事中でした。 

  

岩倉使節団は下水道博物館も訪れており小生も訪ねてみました。ﾊﾟﾘの地下には 

下水道が完備しており早くも 1867 年に下水道ﾂｱｰが始まりました。 

現在も下水道施設そのものが博物館になっているのです。 

生ごみの臭いはしますが便臭はありません。 

  

「明治 6 年 1 月 16 日、午後巴里府中の下水隧道をみる。また巴里の壮観中の一たり。 

その隧道地底 8m の底を回る。大溝、中溝、小溝あり、また細支あり。・・ 

常に人夫 520 人をいれてその底の芥をさらへて流れを閉塞せさらしむ。」 

下水はﾌｨﾙﾀｰを通して分別し、生ものは集めて乾燥させ堆肥とし水は浄化して流します。 

こんなに昔からﾊﾟﾘでは壮大な都市計画に基づいて地上も地下も整備していた 

のだなあと感動しました。 

  

ﾓｽｸﾜに行った時、驚いたのは大渋滞です。東京に比べ地下鉄が少なすぎると思いました。 

ﾓｽｸﾜの地下鉄は熱核戦争の退避壕を兼ねていて恐ろしく地下深いところにあり 

一気に高速ｴｽｶﾚｰﾀｰで地下に降ります。 

しかし東京の地下を縦横無尽に走る地下鉄網と比べると、ﾓｽｸﾜではあまりに 

公共輸送機関が少なく、これが乗用車の大渋滞を起こしているのです。 

  

この総説によりますと緑地を増やし自転車ﾚｰﾝを増やし歩行を促して運動することに 

より死亡率が減少します。高密度の都市は死亡率が 10－15％高く、緑地が少なく、 

大気は汚染されますが compact city なので一人当たりの CO2 排出自体は少なくなります。 

電気自動車は万能解決策(panacea)のように言われますが、確かに CO2 減少はあっても 

都市問題の根本的解決にはなりません。鉱山とﾊﾞｯﾃﾘｰ生産は環境への大きな負荷となります。 

  

現在、ﾄﾞｲﾂのｴｯｾﾝ、ﾗｲﾌﾟﾁﾋ、ﾃﾞｭｯｾﾙﾄﾞﾙﾌでは「grüne urbane Erneuerung： 

green urban regeneration, 都市の再自然化」が進められており shrinking policy と 

呼ばれます。都市の空き家を取り壊し緑地、公園化するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄです。 

  

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞの 3 つの都市でｻｲｸﾘﾝｸﾞや歩道整備、緑地を広げることにより CO2 放出は 

1,149 ﾄﾝ減少して心臓呼吸器疾患が減り 34.4 DALY(disability-adjusted life-years per year、 

障害調整生命年)の改善となりました。これは健康改善により実に 34.4 年分の健康生活 

年数を取り戻したことを意味します。 
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DALY とは、例えばある病気で 50 歳で亡くなった人が、もし健康であれば 80 歳まで 

生きられたとすると、その人は 30 年分の健康な生活年数を失った（30DALY）ことに 

なります。また、10 年間慢性の病気で苦しんでいた場合、その 10 年も健康な生活年数 

を失った（10DALY）とみなされます。 

  

まとめますと車使用を減らし公共輸送手段を増やし緑地を増やし健康都市(15-minute cities) 

とする必要があります。 

  

  

３．目指せ 3-30-300！窓から 3 本以上木が見え、町の 30％を緑化し、300m 内に公園を。 

  

都市のﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ化は夏季の死亡率増加を起こしますがﾖｰﾛｯﾊﾟで 30％を緑化すればその 

１/3 を防げると言うのです。 

新たな概念として 3-30-300 green space rule があります。自宅窓から 3 本以上の木が見え、 

都市の 30％を樹木でｶﾊﾞｰし、家から 300m 以内に公園があることにより気候にも健康にも 

利点があります。 

  

屋上の緑化も都市のﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞを防ぐ選択肢です。30％緑化により夏季気温は 1.5 度 

低下し熱波による死亡が 23-37％低下します。 

  

まとめますと都市では 3-30-300 を目指します！窓から 3 本以上木が見え、町の 30％を 

緑化し、300m 内に公園を造るのです。 

  

  

４．選挙ｻｲｸﾙ短く長期的視野に立つ政策がとれない。医師も立ち上がれ。治療より予防。 

  

気候変動へのｱｸｼｮﾝの妨げとなるのは議員の選挙ｻｲｸﾙの短さです。このために長期的視野 

に立った政策決定ができません。「気候危機は健康危機」なのです。 

治療よりも予防に医師はより関わるべきです。「都市計画で健康は最優先事項」であり 

医療者だけにまかせるものではありません。 

  

まとめますと選挙ｻｲｸﾙが短く長期的視野に立つ政策の実現は難しいのです。 

医師も立ち上がり治療より予防により重点を置こうではないかと the Lancet は呼びかけています。 

  

  

５．2050 年までに 3-30-300 政策を取る都市はより快適に、取らぬ都市は壊滅的となろう。 

  

2050 年までに気候に対するｱｸｼｮﾝをおこし都市がよりｸﾘｰﾝに、より緑に、より耐久的 

（resilient）に、より生活しやすくしなければなりません。 
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このような施策を取らぬ都市は環境破壊、社会的不平等、経済的縮小、生活の質低下を 

起こすでしょう。この政策を取る都市、取り掛からない都市の差はますます顕著となり、 

ｱｸｼｮﾝを取らぬ場合は不可逆的な壊滅となるでしょう。2050 年はすぐそこなのです。 

  

まとめますと 2050 年までに 3-30-300 政策を取る都市はより快適に、取らぬ都市は壊滅的と 

なるでしょう。 

  

  

それでは「気候危機と都市と健康（論説）Oct.26, 2024 The Lancet」要点 5 の怒涛の反復です。 

① ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ化で都市居住は健康ﾘｽｸで寿命短縮する。西欧で 2022 年、猛暑で 6 万人死亡。 

② 車使用減らし公共輸送手段増やし緑地を増やし健康都市(15-minute cities)とせよ。 

③ 目指せ 3-30-300！窓から 3 本以上木が見え、町の 30％を緑化し、300m 内に公園を。 

④ 選挙ｻｲｸﾙ短く長期的視野に立つ政策がとれない。医師も立ち上がれ。治療より予防。 

⑤ 2050 年までに 3-30-300 政策を取る都市はより快適に、取らぬ都市は壊滅的となろう。 

  

  

 


